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(57)【要約】
【解決手段】本発明は、手首に着用可能な手首式血圧計
を開示する。本発明の一形態は、手首への着用のための
手首ストラップ（Ｗｒｉｓｔ　Ｓｔｒａｐ）を有する手
首カーフ（Ｗｒｉｓｔ　Ｃｕｆｆ）、及び前記手首カー
フに備えられる血圧測定用センサー（Ｓｅｎｓｏｒ）を
含んで構成される手首式血圧計を提供し、前記手首スト
ラップは、前記手首の周り方向に沿って尺骨の周りに配
置され、尺骨動脈が通る部位を横切るように、一定の形
状に曲がって骨格の形態が維持されるストラップフレー
ムと、前記ストラップフレームに備えられ、前記ストラ
ップフレームの一端部と他端部とを連結する連結ストラ
ップと、を含んで構成される。本発明によれば、ユーザ
が血圧の測定が必要である度に便利に血圧を測定するこ
とができ、手首を圧迫して血圧の測定が行われる間に、
尺骨動脈の血流が保障されることができるので血圧の測
定の正確度が高くなることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　手首に着用可能な手首式血圧計であって、
　手首への着用のための手首ストラップ（Ｗｒｉｓｔ　Ｓｔｒａｐ）を有する手首カーフ
（Ｗｒｉｓｔ　Ｃｕｆｆ）と、
　前記手首カーフに備えられる血圧測定用センサー（Ｓｅｎｓｏｒ）と、
　を含んで構成され、
　前記手首ストラップは、
　前記手首式の周り方向に沿って尺骨の周りに配置され、尺骨動脈が通る部位を横切るよ
うに、一定の形状で曲がって骨格の形態が維持されるストラップフレームと、
　前記ストラップフレームに備えられ、前記ストラップフレームの一端部と他端部とを連
結する連結ストラップと、
　を含んで構成される手首式血圧計。
【請求項２】
　前記手首カーフは、
　前記手首式の腰骨動脈が通る部位を圧迫するように、前記手首ストラップに備えられる
エアバッグ（Ａｉｒ　Ｂａｇ）をさらに含んで構成されることを特徴とする、請求項１に
記載の手首式血圧計。
【請求項３】
　前記エアバッグには、給気（Ａｉｒ　Ｓｕｐｐｌｙ）が可能になるように弁（Ｖａｌｖ
ｅ）が連結されたことを特徴とする、請求項２に記載の手首式血圧計。
【請求項４】
　前記弁は、
　前記エアバッグの自家給気（Ｓｅｌｆ－ａｉｒ　ｓｕｐｐｌｙ）のために、前記エアバ
ッグ内部の空気圧と前記エアバッグ外部の気圧差によって開放されるチェック弁であるこ
とを特徴とする、請求項３に記載の手首式血圧計。
【請求項５】
　前記センでは、前記エアバッグに備えられることを特徴とする、請求項２に記載の手首
式血圧計。
【請求項６】
　前記エアバッグは、前記手首式の腰骨動脈が通る部位を圧迫するように、前記連結スト
ラップに備えられることを特徴とする、請求項２に記載の手首式血圧計。
【請求項７】
　前記連結ストラップは、前記ストラップフレームの一端から延長され、前記ストラップ
フレームの他端に着脱自在に連結されることを特徴とする、請求項１に記載の手首式血圧
計。
【請求項８】
　前記連結ストラップは、
　手首式圧迫のためのエアバッグが備えられ、前記ストラップフレームの一端部から延長
されるメインストラップと、
　前記メインストラップから延長され、前記ストラップフレームの他端部に着脱自在に結
合される補助ストラップと、
　を含んで構成されることを特徴とする、請求項７に記載の手首式血圧計。
【請求項９】
　前記ストラップフレームは、
　前記連結ストラップを支持するベースフレームと、
　手首の厚さに対応して前記手首カーフの高さを調節できるように、前記ベースフレーム
に移動可能に備えられる高さ調節用補助フレームと、
　を含んで構成されることを特徴とする、請求項１から請求項８の何れか１項に記載の手
首式血圧計。
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【請求項１０】
　前記手首カーフは、連続的に連結された密閉型の閉ループ（Ｃｌｏｓｅｄ　Ｌｏｏｐ）
形状であることを特徴とする、請求項１から請求項８の何れか１項に記載の手首式血圧計
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、手首に着用して血圧を測定することができる手首式血圧計に関し、より詳し
くは、血圧の測定が行われる間に、尺骨動脈の血流が保障され得る手首式血圧計に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、血液が血管の壁に及ぼす圧力を測ったものを血圧と称し、心臓は１分当たり
約６０～８０回の収縮と弛緩を繰り返す。心臓が収縮して血を押し出す際に、血管に及ぼ
す圧力を「収縮血圧」と称し、最も高いため、「最高血圧」だと言う。なお、心臓が弛緩
されながら血液を受け入れる際に、血管の圧力を「弛緩血圧」と称し、最も低いため、「
最低血圧」だと言う。
【０００３】
　普通、正常人の血圧の場合、収縮血圧は１２０ｍｍＨｇであり、弛緩血圧は８０ｍｍＨ
ｇである。大韓民国の成人の４人の１人以上が高血圧に該当し、４０歳以降はその比率が
急激に増加しつつあり、低血圧に分類された患者もいる。
【０００４】
　前記高血圧が問題となるのは、高血圧を適切に管理せず放置する場合、眼疾患、腎臓疾
患、動脈疾患、脳疾患、心臓疾患のような生命に脅威を与えることができる他の合併症の
原因になり得るからである。よって、前記合併症の危険があるか、合併症を患っている患
者の場合、持続的な血圧の測定と管理が行われるべきである。
【０００５】
　上述した高血圧等の成人病関連疾患と健康に対する関心が増加することによって、多様
な種類の血圧測定装置が開発されている。
【０００６】
　血圧の測定方式には、聴診（Ｋｏｒｏｔｋｏｆｆ　ｓｏｕｎｄｓ）方式、オシロメトリ
ック（ｏｓｃｉｌｌｏｍｅｔｒｉｃ）方式、及びトノメトリック（ｔｏｎｏｍｅｔｒｉｃ
）方式等がある。
【０００７】
　上記の聴診方式は、典型的な圧力測定方式であって、動脈血が通る身体部位に充分な圧
力をかけて血液の流れを遮断した上で減圧する過程において、最初に脈搏音が聞こえる瞬
間の圧力を収縮期血圧（ｓｙｓｔｏｌｉｃ　ｐｒｅｓｓｕｒｅ）として測定し、脈搏音が
消える瞬間の圧力を弛緩期血圧（ｄｉａｓｔｏｌｉｃ　ｐｒｅｓｓｕｒｅ）として測定す
る方法である。
【０００８】
　前記オシロメトリック方式とトノメトリック方式は、デジタル化された血圧測定装置に
適用される方式である。
【０００９】
　前記オシロメトリック方式は、聴診方式と同様に、動脈の血流が塞がれるように動脈血
が通る身体部位を充分に加圧した後、一定の速度で減圧する過程、または前記身体部位を
一定の速度で増圧するように加圧する過程において発生する脈波を感知して、収縮期血圧
と弛緩期血圧とを測定する。
【００１０】
　ここで、脈波の振幅が最大の瞬間に比べて、一定の水準である時の圧力を収縮期血圧ま
たは弛緩期血圧として測定することができる共に、前記脈波振幅の変化率が急激に変化さ
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れる時の圧力を収縮期血圧または弛緩期血圧として測定することもできる。
【００１１】
　なお、加圧後、一定の速度で減圧する過程においては、前記脈波の振幅が最大の瞬間よ
りも先立って収縮期血圧が測定され、前記脈波の振幅が最大の瞬間よりも後で弛緩期血圧
が測定される。これとは逆に、一定の速度に増圧する過程においては、前記脈波の振幅が
最大の瞬間よりも後で収縮期血圧が測定され、前記脈波の振幅が最大の瞬間よりも先立っ
て弛緩期血圧が測定される。
【００１２】
　次に、前記トノメトリック方式は、動脈の血流を完全に遮断しないサイズの一定の圧力
を身体部位に加え、この際に発生される脈波のサイズ及び形態を用いて連続的に血圧を測
定することができる方式である。
【００１３】
　上記のように血圧を測定する血圧計は、健康指数の基本となる血圧を測定するための最
も基本的な医療装備であって、一般の病院・医院では、ほぼ必須的に備えられていると共
に、家庭やスポーツセンター等でも個人の血圧を測定するために、広く使っている実情で
ある。
【００１４】
　ところが、既存の血圧計の場合、大部分、血圧の測定が必要である度に、上膊（上側の
腕や上腕、肩からヒジまでの部分）に血圧計を巻いて血圧を測定する小手型として製品が
市販されているため、携帯が不便であり、使用時にも所望する際に、容易に血圧を測定す
ることが難しい実情である。
【００１５】
　例えば、既存のオシロメトリックス方式の血圧計の場合、手首や小手に巻いて圧迫する
ための血圧計本体と、圧迫カーフ、チューブプラグ、エアホース等が必要なので、構成が
複雑であり、嵩が大きく、使用時の正しい測定のためには、エアホースが下向きするよう
に挟まなければならないとか、小手の場合、カーフをヒジから１～２ｃｍの上側に着用し
なければならない等、測定の準備過程において準備事項が多くて、使用が不便であるとい
う問題がある。
【００１６】
　特に、血圧は、被検者の身体特性に応じて変化の程度が異なるため、体内に合併症のあ
る患者の場合、周期的に及び・または身体に異常を感じる度に、直ちに血圧を測定する必
要性があるところ、水銀血圧計と電子血圧計は、後述する問題によって前記患者に不便を
提供する。
【００１７】
　先ず、前記水銀血圧計と電子血圧計は、空気の注入を必要とするカーフを使うようにな
るところ、前記カーフは嵩が大きいため、ユーザがリアルタイムで着用することが難しい
問題がある。
【００１８】
　また、よく血圧を測定しなければならない患者にとって、前記空圧式カーフを用いた水
銀血圧計は、嵩及び重みが過度であり、被検者（患者）が携帯することにおいて不便かつ
無理があり、血圧を測定する度に、前記血圧計を脱付着しなければならないという問題が
ある。
【００１９】
　さらに、上述した従来の血圧計と同じ精密度を有する空圧式の電子血圧計があるところ
、患者が携帯し続けながら周期的に血圧を測定しなければならない場合に適用される場合
、電気式ポンプと空気注入式カーフとを使用するため、重くて嵩が大きいことによって、
患者の挙動が不便になる問題がある。
【００２０】
　その他、手首や手先の脈搏と、多様なパラメータに基づいて血圧を測定する非加圧式の
電子血圧計も存在しているところ、前記パラメータを正確に特定して汎用的に提供するこ
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とが難しいため、精密度が低く、正確な血圧を周期的に測定しなければならない患者に適
用することが難しい。
【００２１】
　一方、最近は、腕時計のように、手首に着用して血圧を測定することができる血圧計が
手首式血圧計や手首着用血圧計、または腕時計型血圧計等の名称として開発されている。
【００２２】
　ところが、既存の手首式血圧計は、単に、手首に着用して血圧を測定するため、腕時計
型だとは呼ばれるが、手首への加圧のために機械式・電子式ポムピング装置、即ち、エア
ポンプが備えられているため、構造的に複雑であり、操作及び作動が難しく、故障がよく
発生し、製造コストが増加する等の問題がある。また、既存の手首式血圧計は、手首の腰
骨動脈が通る部位が充分に圧迫されるように、血圧を測定する度に手首圧迫用空気袋、即
ち、エアバッグに空気を注入しなければならず、前記エアバッグが手首の表面に充分には
密着されないため、血圧の測定の正確度が低下し、手首を圧迫する際に腰骨動脈と共に尺
骨動脈の血流も塞がれる問題がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２３】
　本発明は、上述した問題を解決するために提案されたものであって、手首を圧迫して血
圧の測定が行われる間に、尺骨動脈の血流が保障され得る手首式血圧計を提供することに
その目的がある。
【００２４】
　本発明の他の目的は、自家給気（Ｓｅｌｆ－ａｉｒ　ｓｕｐｐｌｙ）のできるエアバッ
グを有する手首式血圧計を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００２５】
　本発明は、手首に着用可能な手首式血圧計であって、本発明の一形態は、手首への着用
のための手首ストラップ（Ｗｒｉｓｔ　Ｓｔｒａｐ）を有する手首カーフ（Ｗｒｉｓｔ　
Ｃｕｆｆ）、及び前記手首カーフに備えられる血圧測定用センサー（Ｓｅｎｓｏｒ）を含
んで構成される手首式血圧計を提供し、前記手首ストラップは、前記手首の周り方向に沿
って尺骨の周りに配置され、尺骨動脈が通る部位を横切るように、一定の形状に曲がって
骨格の形態が維持されるストラップフレームと、前記ストラップフレームに備えられ、前
記ストラップフレームの一端部と他端部とを連結する連結ストラップと、を含んで構成さ
れる。
【００２６】
　前記手首カーフは、前記手首の腰骨動脈が通る部位を圧迫するように、前記手首ストラ
ップに備えられるエアバッグ（Ａｉｒ　Ｂａｇ）をさらに含んで構成されることができる
。
【００２７】
　前記エアバッグには、給気（Ａｉｒ　Ｓｕｐｐｌｙ）が可能になるように、弁（Ｖａｌ
ｖｅ）が連結され得る。さらに、前記弁は、前記エアバッグの自家給気（Ｓｅｌｆ－ａｉ
ｒ　ｓｕｐｐｌｙ）のために、前記エアバッグの内部の空気圧と前記エアバッグの外部の
気圧差によって開放されるチェック弁からなりえる。
【００２８】
　前記センサーは、前記エアバッグに備えられるところ、これに限定されるものではない
。さらに、前記エアバッグは、前記手首の腰骨動脈が通る部位を圧迫するように、前記連
結ストラップに備えられる。
【００２９】
　前記連結ストラップは、前記ストラップフレームの一端から延長され、前記ストラップ
フレームの他端に着脱自在に連結されることもできる。前記手首カーフは、連続的に連結
された密閉型の閉ループ（Ｃｌｏｓｅｄ　Ｌｏｏｐ）形状、例えば、断続部位（断絶及び
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連結される部位）のない環状であり得る。
【００３０】
　前記連結ストラップは、手首への圧迫のためのエアバッグが備えられ、前記ストラップ
フレームの一端部から延長されるメインストラップと、前記メインストラップから延長さ
れ、前記ストラップフレームの他端部に着脱自在に結合される補助ストラップと、を含ん
で構成される。
【００３１】
　前記ストラップフレームは、前記連結ストラップを支持するベースフレームと、手首の
厚さに対応して前記手首カーフの高さを調節できるように、前記ベースフレームに移動可
能に備えられる高さ調節用補助フレームと、を含んで構成されることもできる。
【００３２】
　前記手首カーフは、連続的に連結された密閉型の閉ループ（Ｃｌｏｓｅｄ　Ｌｏｏｐ）
であることを特徴とする手首式血圧計である。
【発明の効果】
【００３３】
　本発明の実施例に係る手首式血圧計は、次のような利点を有する。
【００３４】
　先ず、本発明によれば、ユーザが、血圧の測定が必要である度に便利に血圧を測定する
ことができ、手首を圧迫して血圧の測定が行われる間に、尺骨動脈の血流が保障されるこ
とができるので、血圧の測定の正確度が高くなることができる。
【００３５】
　さらに、本発明によれば、手首式血圧計が基本骨格を維持しながら、ユーザの手首の厚
さに合わせてサイズ（高さ）の調節が可能であり、外部環境の変化、例えば、温度の変化
に対応してエアバッグの自家空気補充（自家給気）が可能なので、手首式血圧計の性能の
低下が防止され得る。
【００３６】
　また、常に変わる血圧の変化を知るためには、毎日、同じ時間に周期的に血圧を測定し
、その数値を記録することが重要であるところ、本発明は、所定の時期毎に自動の血圧測
定が可能であり、アラームが備えられる場合、特に、血圧の測定時期を逃さずに規則的に
血圧を測定することにおいて非常に有利である。
【００３７】
　なお、本発明によれば、測定された血圧データを、無線通信ユニットを通じて主治医あ
るいは専門医等に送って分析することに活用できるので、高血圧、糖尿病、肝臓障害、動
脈硬化、血液循環の末梢神経障害等を有している患者にとって、特に効率的な血圧の管理
が行われ得る。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
　本発明の特徴及び長所は、後述する本発明の実施例に対する詳細な説明と共に、次に説
明する図面を参考することによって一層よく理解されることができ、上記の図面のうち、
【００３９】
【図１】本発明に係る手首式血圧計の一実施例を概略的に示す側面図である。
【図２】図１に示す手首式血圧計の手首カーフを示す断面図である。
【図３】図１に示す手首式血圧計が閉環を形成した状態を示す側面図である。
【図４】本発明に係る手首式血圧計の他の実施例を概略的に示す側面図である。
【図５】本発明に係る手首式血圧計の全体構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００４０】
　以下、本発明の実施例を、添付した図面を参照しながら詳細に説明する。本発明の実施
例を説明することにおいて、同じ構成に対しては同じ図面符号が使われる。
【００４１】
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　先ず、図１ないし図３を参照しながら、本発明に係る手首式血圧計の一実施例を説明す
る。図１は、本発明に係る手首式血圧計の一実施例を概略的に示す側面図であり、図２は
、図１に示す手首式血圧計の手首カーフを示す断面図であり、図３は、図１に示す手首式
血圧計が閉環を形成した状態を示す側面図である。
【００４２】
　図１ないし図３を参照すれば、本実施例に係る手首式血圧計は、手首に着用可能な血圧
計であって、手首への着用が可能な手首カーフ（Ｗｒｉｓｔ　Ｃｕｆｆ）１００と、血圧
測定用センサー（Ｓｅｎｓｏｒ）２００と、を含んで構成される。
【００４３】
　前記手首カーフ１００は、腕時計のように手首に着用可能な構成であって、手首への着
用のための手首ストラップ（Ｗｒｉｓｔ　Ｓｔｒａｐ）１１０を有し、前記手首カーフ１
００には上述した血圧測定用センサー２００が備えられる。
【００４４】
　前記手首カーフ１００は、空気袋のない構造でもあり得るが、本実施例のように、前記
手首カーフ１００は手首式の所定部位、例えば、腰骨動脈Ａが通る部位を圧迫するための
エアバッグ（Ａｉｒ　Ｂａｇ）１２０をさらに含むことができ、本実施例において、前記
エアバッグ１２０は、前記手首ストラップ１１０には備えられ、前記センサー２００は、
前記エアバッグ１２０に連結される。
【００４５】
　換言すると、本実施例に係る手首式血圧計は、手首式を巻いて血圧を測定する血圧測定
カーフであり、ユーザが活動中に腕時計のように携帯可能なタイプで提供されることがで
きると共に、挙動が不自由な病床の患者の手首に着用され、血圧を随時にチェックするこ
とができ、さらに、有線や無線で他の器機、例えば、血圧管理モニターと連結されること
もできる。
【００４６】
　前記手首ストラップ１１０は、手首を巻くバンド（Ｂａｎｄ）またはベルト（Ｂｅｌｔ
）タイプの構成であり、前記エアバッグ１２０は、手首を圧迫するために、前記手首スト
ラップ１１０に備えられる空気袋であり、本実施例において、前記センサー２００は、前
記エアバッグ１２０に備えられ、前記エアバッグ１２０の圧力変化を感知するところ、前
記センサーの位置が限定されるわけではなく、前記エアバッグの内部と連通する空気の流
路に備えられることもできる。
【００４７】
　前記エアバッグ１２０は、血圧の測定のために手首を圧迫する構成であって、空気の注
入が防止される構造、即ち、開閉が不可な密閉型構造であることもできるが、本実施例に
おいては、空気の注入、即ち、給気（Ａｉｒ　Ｓｕｐｐｌｙ）が可能なタイプ、例えば、
弁（Ｖａｌｖｅ）１３０が連結されたエアバッグ１２０から構成されることもできる。
【００４８】
　本実施例において、前記弁１３０は、前記エアバッグの自家給気（Ｓｅｌｆ－ａｉｒ　
ｓｕｐｐｌｙ）を具現する。前記弁１３０では、一方向の空気の流動のためのチェック弁
が適用されることができ、前記弁１３０は、前記エアバッグの内部と前記エアバッグの外
部の気圧差によって開放されることで、前記エアバッグ１２０の自家給気が行われる。
【００４９】
　前記弁１３０は、チューブ等の空気流路（Ａｉｒ　Ｐａｔｈ）によって前記エアバッグ
１２０に連結されることもできるが、本実施例において、前記弁１３０は、前記エアバッ
グ１２０が備えられる。よって、本実施例において、前記センサー２００と弁１３０は、
前記エアバッグ１２０自体に設置され、前記エアバッグ１２０の内部圧が外部圧力、即ち
、大気圧よりも低い場合、前記弁１３０を通じて前記エアバッグ１２０に空気が補充され
ることができる。
【００５０】
　前記エアバッグ１２０は、既に設定された嵩の初期形状に復元できるように、自体の復
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元力を有する弾性の空気袋、例えば、シリコンやウレタン、あるいはゴム等のように、弾
性を有する材質から生成され得る。前記エアバッグ１２０は、手首の表面、例えば、腰骨
動脈Ａが通る部位を圧迫し、本実施例において、前記センサー２００は、前記エアバッグ
１２０の圧力を感知する装置として、例えば、圧力センサーが適用されることができる。
【００５１】
　前記センサー２００としては、空気圧の測定が可能な各種センサーが適用されることが
でき、本実施例において、前記センサー２００は、前記手首ストラップ１１０に設けられ
るケーブル（図示せず）を通じて、制御部、即ち、血圧の計算を行う回路基板１４０と連
結される。
【００５２】
　さらに、前記手首カーフ１００は、本実施例のように、前記手首カーフ１００の特定の
部位が断続可能な構造（断絶及び連結が可能な構造－着脱可能な構造）からなることがで
きると共に、その逆、即ち、カーフ全体が断続可能な部分なしに連続的に連結された密閉
型の閉ループ（Ｃｌｏｓｅｄ　Ｌｏｏｐ）形状、例えば、断続部位（断絶及び連結される
部位）のない一体型の環状であることもできる。
【００５３】
　前記手首カーフ１００は、血圧を外部に出力するディスプレイユニット１５０を基準に
、左側ストラップと右側ストラップに区分される。もちろん、前記手首カーフ１００は、
上述したように、着脱式連結部（断続部位）を有しない一体型閉ループ、即ち、循環構造
で連続的に連結された環状、特に、弾力的に拡張可能な環形態になることもできる。
【００５４】
　前記手首ストラップ１１０は、ストラップフレーム１１１と連結ストラップ１１２とを
含んで構成される。前記ストラップフレーム１１１は、前記手首の既に設定された部位に
装着され、前記手首の一部、特に、尺骨が通る部位を囲むように、一定の形状で撓んだ骨
格性構成要素であって、前記手首カーフ１００の骨格を成す。もちろん、前記ストラップ
フレーム１１１がベンディング力に抵抗する一定の水準の弾性を有し得ることは当然であ
る。
【００５５】
　即ち、前記ストラップフレーム１１１は、一定の形状で曲がって骨格の形態が維持され
る構成であり、手首式の周り方向に沿って尺骨の周りに配置され、尺骨動脈Ｂが通る部位
を横切る。
【００５６】
　前記ストラップフレーム１１１は、一定の形態を維持するように所定の強度以上に形態
安全性を有する軽質の材料、例えば、金属、プラスチック、または軽ゴム等で製造される
ことができる。さらに、前記連結ストラップ１１２は、前記ストラップフレーム１１１に
備えられる。より具体的に、前記連結ストラップ１１２は、前記ストラップフレーム１１
１の一端部と他端部とを連結する。
【００５７】
　本実施例においては、前記連結ストラップ１１２の一端部が前記ストラップフレーム１
１１の一端部に一体に固定され、連結ストラップ１１２の他端部は、前記ストラップフレ
ーム１１１の他端部に着脱自在に結合されるところ、前記連結ストラップ１１２の他端部
は前記ストラップフレーム１１１の他端部に一体に固定（断続不可に連結）され、上述し
た閉ループ構造、即ち、密閉型の手首カーフを形成することもできる。
【００５８】
　より具体的に説明すれば、本実施例の連結ストラップ１１２は、前記ストラップフレー
ム１１１の一端から延長され、前記ストラップフレーム１１１の他端に着脱自在に連結さ
れる。前記連結ストラップ１１２は、前記ストラップフレーム１１１によって支持される
可撓性ストラップ、即ち、容易にたわめられる柔軟な材質、例えば、ゴム、シリコン、布
地、または皮等のような材質のストラップからなることができると共に、上述したように
、前記ストラップフレーム１１１の一端と他端との間の区間を連結する。
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【００５９】
　もちろん、前記ストラップフレーム１１１の少なくとも一部が前記連結ストラップ１１
２の内側に備えられ、前記連結ストラップ１１２によって被覆されることもできる。
【００６０】
　本実施例において、前記エアバッグ１２０は、前記連結ストラップ１１２に備えられ、
血圧を測定する時に手首の腰骨動脈Ａが通る部位を圧迫する。さらに、前記ストラップフ
レーム１１１は、尺骨の周りに沿って配置され、尺骨動脈Ｂが通る部位を覆うように曲律
のある形状からなる。
【００６１】
　よって、本実施例によれば、前記ストラップフレーム１１１が、前記尺骨動脈Ｂが通る
部位を覆って尺骨動脈Ｂを保護するため、血圧の測定が進行される間に、前記尺骨動脈Ｂ
の血流を保障（血流が塞がれることは防止）し、尺骨動脈の血流が手首カーフの圧迫によ
って完全に遮られる現象が防止されるので、トノメトリック方式で血圧の測定が行われる
ことができる。即ち、前記ストラップフレーム１１１は、血圧の測定中に尺骨動脈Ｂの血
流が持続可能になるように前記尺骨動脈Ｂを保護するフレームである。
【００６２】
　また、前記ストラップフレーム１１１は、ベースフレーム１１１ａと補助フレーム１１
１ｂとを含んで構成されることもできる。前記ベースフレーム１１１ａは、前記連結フレ
ームに固定され、前記連結ストラップ１１２を支持する。
【００６３】
　さらに、前記補助フレーム１１１ｂは、手首の厚さに対応して前記手首カーフ１００の
高さを調節できるように、前記ベースフレーム１１１ａに移動可能に備えられる高さ調節
用フレームである。これによって、前記ストラップフレーム１１１が長さの調節が可能な
構造の骨格を形成する。
【００６４】
　前記ベースフレーム１１１ａと補助フレーム１１１ｂは、同じ材質から製造されること
ができると共に、異種の材質から製造されることもできるところ、但し、前記手首カーフ
１００の骨格の形態を維持できる所定の剛性を有するように製造される。
【００６５】
　図１ないし図３を参照すれば、前記ストラップフレーム１１１は、撓んだ形状、例えば
、鈍角で撓むか、尺骨周りの手首の表面に合うような曲律のある形状であり、前記補助フ
レーム１１１ｂは、前記ベースフレーム１１１ａに前記ストラップフレーム１１１の長さ
方向に移動可能に組み立てられる。
【００６６】
　前記補助フレーム１１１ｂが前記ベースフレーム１１１ａにスライド可能に挟み込まれ
ることもできるが、本実施例においては、前記ベースフレーム１１１ａが前記補助フレー
ム１１１ｂに挟み込まれる。
【００６７】
　さらに、前記補助フレーム１１１ｂには高さの調節のための複数の組み立て孔１１３が
前記補助フレーム１１１ｂの長さ方向に沿って間隔を置いて形状され、前記ベースフレー
ム１１１ａには少なくとも一つの組み立てピン１１４が備えられ、前記組み立てピン１１
４は、前記ベースフレーム１１１ａに内設されるバネ等の弾性部材（図示せず）によって
前記ベースフレーム１１１ａの外側に弾力支持され、本実施例において、前記組み立てピ
ン１１４は、前記ベースフレーム１１１ａの端部（Ｅｎｄ　Ｐｏｒｔｉｏｎ）、特に、前
記補助フレーム１１１ｂの内側に挿入される部分に弾力的に設けられる。ピンと孔を用い
た位置調節構造その自体は、一般的に知られている技術なので、付加的な説明は省略する
。
【００６８】
　よって、前記組み立てピン１１４は、前記組み立て孔１１３の何れか一つに結合され、
前記組み立てピン１１４の結合位置に応じて、前記手首カーフ１００の高さ、より具体的
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に、前記ストラップフレーム１１１の高さが調節され得る。
【００６９】
　なお、前記手首カーフ１００は、ユーザ（被検者）、即ち、着用者の血圧を表示（出力
）するディスプレイユニット（Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｕｎｉｔ）１５０を更に含むことができ
、前記ディスプレイユニット１５０に、上述した回路基板１４０が内蔵される。
【００７０】
　前記ディスプレイユニット１５０は、血圧表示機能を有し、さらに、時計機能を有する
こともできる。例えば、前記ディスプレイユニット１５０は、血圧出力モードと時計モー
ドに転換動作されることができると共に、血圧と時間が前記ディスプレイユニット１５０
に共に表示されることもできる。
【００７１】
　本実施例において、前記ディスプレイユニット１５０は、電子部品を収容するケース１
５１と、前記ケース１５1に備えられるディスプレイ窓１５２と、を含んで構成され、前
記ケース１５１は、上述した手首ストラップ１１０に搭載される。前記ディスプレイ窓１
５２は、血圧を表示し、さらに時間を表示することもできる。
【００７２】
　なお、前記回路基板１４０は、前記センサー２００と電気的に連結されて血圧を算出し
、さらに、前記ディスプレイ窓１５２に血圧値を出力する。
【００７３】
　図示されていないが、前記ケース１５１には前記手首式血圧計に電源を供給するバッテ
リーが内蔵され得る。もちろん本実施例に係る手首式血圧計は、電源ケーブルを通じて外
部から電力の供給を受けることができると共に、太陽光を基盤として作動されることもで
きる。
【００７４】
　また、前記ディスプレイユニットには、アラーム（Ａｌａｒｍ）機能、例えば、血圧チ
ェック時間を知らせるアラーム機能及び・または血圧チェックが正常に完了されているこ
とを知らせるアラーム機能が備えられることもできる。これによって、ユーザは、血圧チ
ェックが必要な時期に、正確に血圧を測定・記録することができる。本実施例において、
前記ディスプレイユニット１５０は前記ストラップフレーム１１１に搭載される。
【００７５】
　前記手首カーフ１００の一側部（前記連結ストラップの他端部）と他側部（上述したス
トラップフレームの他端部）は、ベルクロ（登録商標）、フック、ボタン、またはバック
ル等の着脱手段によって着脱自在に連結され、これによって前記手首カーフ１００が断続
可能なループ（Ｌｏｏｐ）形態を成す。もちろん、前記手首カーフ１００自体が断続部位
なしに連続的に連結された閉環構造、即ち、一体型バンド構造になり得ることは上述した
通りである。
【００７６】
　前記手首カーフ１００が断続可能なループ形態になるように、前記連結ストラップ１１
２は、メインストラップ１１２ａと、補助ストラップ１１２ｂ、とを含んで構成される。
【００７７】
　前記メインストラップ１１２ａは、前記ストラップフレーム１１１の一端部から延長さ
れ、本実施例においては、前記メインストラップ１１２ａに前記エアバッグ１２０が備え
られる。さらに、前記補助ストラップ１１２ｂは、前記メインストラップ１１２ａから延
長され、前記ストラップフレーム１１１ｂの他端部、より具体的には、前記補助フレーム
１１１ｂに着脱自在に連結される。
【００７８】
　本実施例において、前記補助ストラップ１１２ｂは、細い紐や帯等の可撓性構成であっ
て、前記補助ストラップ１１２ｂには少なくとも一つのストラップ連結孔１１６が形成さ
れ、前記ストラップフレーム、特に、前記補助フレーム１１１ｂには、前記ストラップ連
結孔１１６に挟み込まれるピン（Ｐｉｎ）やフック（Ｈｏｏｋ）等の固定突起１１５が備



(11) JP 2020-500080 A 2020.1.9

10

20

30

40

えられる。前記補助ストラップ１１２ｂの連結が安定的に維持されるように、前記固定突
起１１５の上端には前記ストラップ連結孔１１６よりも大きくヘッド（Ｈｅａｄ）が拡張
形成される。前記連結ストラップ１１２の少なくとも一部分は弾性を有することができる
。例えば、前記補助ストラップ１１２ｂが弾性を有するストラップ、例えば、ゴムやシリ
コン等のような材質のストラップからなり得る。
【００７９】
　図４に示すように、前記連結ストラップ１１２は、前記ストラップフレーム１１１の両
端の間の区間を一体に連結して、上述したように、断続部位のない密閉型の閉環構造を形
成することもでき、この際、前記連結ストラップ１１２は長さ方向に伸縮可能な弾性を有
することもできる。即ち、連結ストラップ１１２の両端がそれぞれ前記ストラップフレー
ム１１１の両端に断続不可に一体に連結される。より具体的に例を挙げて説明すれば、前
記補助ストラップ１１２ｂの端部が前記ストラップフレーム（補助フレーム）に接合方式
で一体に連結され得る。さらに、前記連結ストラップ１１２の全体の区間のうち、少なく
とも一部区間、例えば、前記補助ストラップ１１２ｂが弾性を有することもできる。
【００８０】
　一方、図５を参照すれば、本実施例の手首式血圧計は、上述したディスプレイユニット
の以外に、血圧データ（ユーザの血圧）を所定の端末機、例えば、スマートフォン、その
他の端末機や管理モジュールに送るためのブルートゥース（登録商標）等の無線通信ユニ
ットをさらに備えることができる。
【００８１】
　前記無線通信ユニットは、血圧データの以外に、特定の状況、例えば、応急状況で応急
救助信号を外部の通信機器に送る役割もできるように構成され得る。よって、被検者（ユ
ーザ）のリアルタイムの血圧データがスマートフォンを通じて主治医あるいは専門医等の
管理者に送信されることができ、被検者の安定的な健康管理に活用されることができる。
【００８２】
　即ち、高血圧、糖尿病、肝臓障害、動脈硬化、血液循環の末梢神経障害等を有している
人の場合には、より一層の注意が要求されるところ、本実施例の血圧計は、データ送出機
能を有しているため、このような患者にとって特に効率的な血圧の管理が行われ得る。
【００８３】
　さらに、前記手首式血圧計には、圧力センサーの信号に基づいて、被検者の血圧を算出
する血圧算出ユニットと、血圧データを格納するデータ格納ユニットと、ユーザの測定履
歴を管理し、ユーザＩＤを管理するユーザ登録ユニットと、データを収集及び分析して、
ユーザの状態が危急な場合には指定された応急救助信号を送ることができるように制御す
る制御ユニット等が備えられ得る。
【００８４】
　以上のように、本発明に係る実施例を説明したところ、前述した実施例の以外にも、本
発明がその趣旨や範疇から脱することなく他の特定の形態に具体化され得るという事実は
、該技術における通常の知識を持った者にとっては自明なことである。
【００８５】
　よって、上述した実施例は、制限的なのではなく、例示的なものと思われるべきであり
、それによって、本発明は、上述した説明に限定されず、添付した請求項の範疇及びその
同等な範囲内で変更されることもできる。
【産業上の利用可能性】
【００８６】
　本発明は、携帯が可能な血圧測定装置であって、医療機器の製造分野、特に、血圧計の
技術分野に利用可能な発明であり、本発明によれば、ユーザが血圧の測定が必要である度
に便利に血圧を測定することができ、手首を圧迫して血圧の測定が行われる間に、尺骨動
脈の血流が保障されることができるので、血圧の測定の正確度が高くなり得る。



(12) JP 2020-500080 A 2020.1.9

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】



(13) JP 2020-500080 A 2020.1.9

10

20

30

40

【国際調査報告】



(14) JP 2020-500080 A 2020.1.9

10

20

30

40



(15) JP 2020-500080 A 2020.1.9

10

20

30

40



(16) JP 2020-500080 A 2020.1.9

10

20

30

40



(17) JP 2020-500080 A 2020.1.9

10

フロントページの続き

(81)指定国・地域　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DJ,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,G
T,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JO,JP,KE,KG,KH,KN,KP,KW,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY
,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,
TR,TT,TZ

(72)発明者  イ，ドン　ファ
            大韓民国　１６８９５　ギョンギ－ド，ヨンイン－シ，ギフン－グ，ヒャンリン　１－ロ　８８ボ
            ン－ギル，６－１５，Ｂ－ドン，ナンバー２０４，（ドンベク－ドン，チョンラ　ビラ）
Ｆターム(参考) 4C017 AA08  AB02  AC03  AD14  DE10  EE01  FF08  FF17 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

